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日本語訳（修正後） 
中国の製造業者と米国の輸入業者が，製造業者が製造したウエイトリフティング機器の

北米市場展開を合意した。紛争が発生したあとで，当事者は，文書で修正支払合意を行っ

た。中国の製造業者が支払契約の履行を求めたので，米国の輸入業者は，同時に行われた

とされる口頭合意に基づいて抗弁を提出した。原審は，州の「口頭証拠」原則に基づいて，

口頭での合意の証言を排除した。 
控訴審は，当事者の契約に CISGが適用されるか州法が適用されるかの争いについては，

判決に不必要であると結論付けて，解決を拒否した。それにもかかわらず，裁判所は CISG
の適用があるかどうかという問題とは関係なく，口頭証拠原則が適用されることを明示に

述べた。 
 


